
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アングルの異なる画像情報が複数のインターリーブドユニットに分割されインターリー
ブされたビデオオブジェクトユニットを再生するデータ再生装置であって、
　 アングル切り
換えイベントの発生時に、 ノンシームレスアングルブロックを再
生中であればノンシームレスアングル切り換えを実行し、 ノンシ
ームレスアングルブロックを再生中でなければ、シームレスアングルの読み取り中に前記
インターリーブドユニットの境界に達した時点で前記アングル切り換えイベントで指定さ
れているアングルへのシームレスアングル切り換えを実行するように、アングル切り換え
のイベント処理の制御を行う制御手段を備え、
　前記アングル切り換えイベントの発生時から前記シームレスアングル切り換えが実行さ
れるまでに複数回アングル切り換えが指定された場合には、最後に指定されたアングルを
前記アングル切り換えイベントで指定されているアングルとすることを特徴とするデータ
再生装置。
【請求項２】
　アングルの異なる画像情報が複数のインターリーブドユニットに分割されインターリー
ブされたビデオオブジェクトユニットを再生するデータ再生方法であって、
　 アングル切り
換えイベントの発生時に、 ノンシームレスアングルブロックを再
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生中であればノンシームレスアングル切り換えを実行し、 ノンシ
ームレスアングルブロックを再生中でなければ、シームレスアングルの読み取り中に前記
インターリーブドユニットの境界に達した時点で前記アングル切り換えイベントで指定さ
れているアングルへのシームレスアングル切り換えを実行し、
　前記アングル切り換えイベントの発生時から前記シームレスアングル切り換えが実行さ
れるまでに複数回アングル切り換えが指定された場合には、最後に指定されたアングルを
前記アングル切り換えイベントで指定されているアングルとすることを特徴とするデータ
再生方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、プレゼンテーションのエッセンス及び順序を述べたＰＧＣ情報（ PGCI： PGC In
formation）に基づいて、整数個のプログラム（ PG： Program）により構成されるプログラ
ムチェーン（ PGC： Program Chain）が記録されたＤＶＤ（ Digital Versatile Disc/Digit
al Video Disc ）などの記録媒体からＰＧＣＩを再生して、ＰＧＣＩに基づいてＰＧＣを
再生するデータ再生装置及びデータ再生方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ディジタル画像およびディジタル音声信号を圧縮符号化する方式、また多重化する方式と
してＭＰＥＧ（ Motion Picture coding Experts Group ）方式が提案されている。またＭ
ＰＥＧ方式を用いて、ディジタル画像およびディジタル音声信号を圧縮符号化して多重化
し、光記録媒体に記録し、それを再生する方式としてＤＶＤ－ＶＩＤＥＯフォーマットが
提案されている。
【０００３】
　ＤＶＤ－ＶＩＤＥＯディスクでは、収録するデータを主映像用のビデオデータストリー
ム、オーディオ用のオーディオデータストリーム、字幕等のサブピクチャストリームなど
複数チャネルの多重化ストリームを、パケット多重化方式により記録するようにしている
。そして、カメラアングルの異なる画像情報を複数のインターリーブドユニット（ ILVU：
Interleaved Unit）に分割してインターリーブしたマルチアングルブロックとして記録し
ておくことにより、それを選択的に再生することで、同時刻上に複数存在するチャネルす
なわちストリームの中から任意に１つを選んで再生し、また再生中に再生するチャネルす
なわちストリームを切り替えるアングル機能を実現している。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
すなわち、ＤＶＤ－ＶＩＤＥＯディスクは、図１に示すようにボリューム構造が規定され
ており、そのボリュームスペース内のＤＶＤ－ＶＩＤＥＯゾーンが１個のビデオマネージ
ャ（ VMG： Video Manager）と１個以上９９個以下のビデオタイトルセット（ VTS： Video T
itle Set）により構成される。ＶＭＧは、ＤＶＤ－ＶＩＤＥＯゾーンの先頭に位置され、
２個又は３個のファイルからなる。また、ＶＴＳは、３個以上１２個以下のファイルから
なる。
【０００５】
図２にＶＭＧとＶＴＳの構造を示す。ＶＭＧは、先頭のファイルがコントロールデータ（
VMGI： Video Manager Information ）であり、次のファイルがメニューのためのＶＯＢＳ
（ VMGM_VOBS： VMGM Video Object Set）であり、最後のファイルがＶＭＧＩのバックアッ
プとなっている。ＶＭＧＩは、ＶＭＧメニュー（ VMGM： VMG Menu）と１個以上のＶＴＳを
管理するための情報である。
【０００６】
また、ＶＴＳは、先頭のファイルがコントロールデータ（ VTSI： Video Title Set Inform
ation）であり、次のファイルがメニューのためのＶＯＢＳ（ VTSM_VOBS： VTSM Video Obj
ect Set ）であり、次の１個から９個のファイルがタイトルのためのＶＯＢＳ（ VTSTT_VO
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BS： VTSTT Video Object Set）であり、最後のファイルがＶＴＳＩのバックアップとなっ
ている。ＶＴＳＩは、ＶＴＳにおけるＶＴＳメニュー（ VTSM： Video Title Set Menu）と
１個以上のタイトル（ TT： Title）を管理するための情報である。
【０００７】
ここで、ビデオオブジェクトセット（ VOBS： Video Object Set）は、図３に示すように、
１個以上のビデオオブジェクト（ VOB： Video Object）で構成される。ＶＯＢ　ＩＤ番号
（ VOB_IDN： VOB ID number）は、ＶＯＢＳ内の最も小さな論理セクタ番号（ LSN： Logical
 Sector number）のＶＯＢからアサインされる。ＶＯＢは、１個以上のシェル（ Cell）か
らなる。シェルＩＤ番号（ C_IDN： Cell ID number ）は、ＶＯＢ内の最も小さな論理セク
タ番号（ LSN： Logical Sector number）のシェルからアサインされる。また、シェル（ Ce
ll）は、整数個のビデオオブジェクトユニット（ VOBU： Video Object Unit ）により構成
される。ＶＯＢＵは、整数個のオーディオパック（ A_PCK： Audio Pack ），ビデオパック
（ V_PCK： Video Pack），サブピクチャパック（ SP_PCK： Sub-picture Pack）及びその先
頭に配置されたナビゲーションパック（ NV_PCK： Navigation Pack）からなる。
【０００８】
　ＶＯＢＳにおけるＶＯＢには、コンティギュアスブロック（ CTGB： ContiguousBlock）
とインターリーブドブロック（ ILVB： Interleaved Block）がある。ＣＴＧＢは、図４に
示すように互いに隣接して位置される１個単位のＶＯＢである。また、ＩＬＶＢは、図５
に示すように、インターリーブされた複数個のＶＯＢからなる。ＩＬＶＢにおける各

は、それぞれ複数のインターリーブドユニット（ ILVU： Interleaved Unit）に分割され
ている。
【０００９】
さらに、上記ＮＶ＿ＰＣＫは、図６に示すように、パックヘッダ、システムヘッダ、ＰＣ
Ｉパケット（ PCI_PKT： Presentation Control Information packet）及びＤＳＩパケット
（ DSI_PKT： Data Search Information packet）からなる。
上記ＰＣＩパケットとして与えられるプレゼンテーション制御情報（ PCI： Presentation 
Control Information）  は、ＶＯＢＵのプレゼンテーションを制御するためのナビゲーシ
ョンデータである。このＰＣＩは、図７に示すように、ＰＣＩ全体情報（ PCI_GI： PCI Ge
neral Information packet）、ノンシームレスアングル情報（ NSML_AGLI： Angle Informa
tion for non-seamless）  、ハイライト情報（ HLI:Highlight Information）及びレコー
ディング情報（ RECI:Recording Information）  の４種類からなる。ＰＣＩ＿ＧＩは、図
８に示すように、ナビパックの論理ブロック番号（ NV_PCK_LBN： Logical Block number o
f Navigation Pack）、ＶＯＢＵのカテゴリー（ VOBU_CAT： Category of VOBU）  、ＶＯＢ
Ｕのユーザ操作制御（ VOBU_UOP_CTL： User Operation contorol of VOBU）  、ＶＯＢＵの
プレゼンテーション開始時間（ VOBU_S_PTM： Start Presentation Time of VOBU）、ＶＯ
ＢＵのプレゼンテーション終了時間（ＶＯＢＵ＿Ｅ＿ＰＴＭ（ End PTM of VOBU）、ＶＯ
ＢＵにおけるシーケンスのプレゼンテーション終了時間（ VOBU_SE_E_PTM： End PTM of se
quence in VOBU）やシェル経過時間（ C_ELTM： Cell Elapse Time）  などの情報である。
また、ＮＳＭＬ＿ＡＧＬＩは、図９に示すようなアングル切り換えにおける切り換え先の
情報であり、ノンシームレスでのアングルシェル切り換えにのみ有効とされる。
【００１０】
　また、上記ＤＳＩパケットとして与えられるデータサーチ情報（ DSI： Data Search Inf
ormation）は、ＶＯＢＵのシームレス再生及びサーチを行うためのナビゲーションデータ
である。この は、図１０に示すように、ＤＳＩ全体情報（ DSI_GI： DSI General In
formation）、シームレス再生情報（ SML_PBI： Seamless Playback Information）、シー
ムレスアングル情報（ SML_AGLI： Angle Information for seamless）、ＶＯＢＵサーチ情
報（ VOBU_SRI： VOB Unit Search Information）及び同期情報（ SYNCI:Synchronous Infor
mation）の５種類からなる。ＤＳＩ＿ＧＩは、図１１に示すように、ＮＶ＿ＰＣＫ＿ＳＣ
Ｒ（ＳＣＲ＿ System Clock Reference of Navigation Pack）、ＮＶ＿ＰＣＫ＿ＬＢＮ（ L
ogical Block number of Navigation Pack）、ＶＯＢＵ＿ＥＡ（ End address of VOBU）
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、ＶＯＢＵ＿１ＳＴＲＥＦ＿ＥＡ（ End address of the first Reference Picture in VO
BU）、ＶＯＢＵ＿２ＮＤＲＥＦ＿ＥＡ（ End address of the secnd Reference Picture i
n VOBU）、ＶＯＢＵ＿３ＲＤＲＥＦ＿ＥＡ（ End address of the third Reference Pictu
re in VOBU）、ＶＯＢＵ＿ＶＯＢ＿ＩＤＮ（ VOB ID number of VOBU）、ＶＯＢＵ＿Ｃ＿
ＩＤＮ（ Cell ID number of VOBU）  やＣ＿ＥＬＴＭ（ Cell Elapse Time）などの情報で
ある。ここで、上記ＶＯＢＵ＿１ＳＴＲＥＦ＿ＥＡ、ＶＯＢＵ＿２ＮＤＲＥＦ＿ＥＡ及び
ＶＯＢＵ＿３ＲＤＲＥＦ＿ＥＡは、図１２に示すように、ＤＳＩパケットのＶＯＢＵの第
１論理ブロック（ LB： Logical Block）ＬＢからの相対論理ブロック番号（ RLBN： Relativ
e LogicalBlock number）をもってＤＳＩパケットの後に続いて記録されたビデオパック
（ V_PCK： Video pack）  であって、最初にエンコードされる参照画像（第１のＩピクチャ
）の最終データのビデオパックのアドレスをＶＯＢＵ＿１ＳＴＲＥＦ＿ＥＡが示し、次に
エンコードされる参照画像（Ｐピクチャ）の最終データのビデオパックのアドレスをＶＯ
ＢＵ＿２ＮＤＲＥＦ＿ＥＡが示し、その次にエンコードされる参照画像（Ｐピクチャ）の
最終データのビデオパックのアドレスをＶＯＢＵ＿３ＲＤ＿ＥＡが示す。
【００１１】
また、上記ＳＭＬ＿ＰＢＩは、図１３に示すように、シームレスＶＯＢＵのカテゴリー（
VOBU_SML_CAT： Category of seamless VOBU）  、インターリーブユニット（ ILVU： Interl
eaved Unit）の終了アドレス（ ILVU_EA： End Address of Interleaved Unit）、次のＩＬ
ＶＵの開始アドレス（ NXT_ILVU_SA： Start address of the next Interleaved Unit）、
次のＩＬＶＵのサイズ（ NXT_ILVU_SZ： Size of the next Interleaved Unit）  、ＶＯＢ
におけるビデオのプレゼンテーション開始時間（ VOB_V_S_PTM： Video Start PTM in VOB
）  、ＶＯＢにおけるビデオのプレゼンテーション終了時間（ VOB_V_E_PTM： Video End PT
M in VOB）  、ＶＯＢにおけるオーディオのプレゼンテーション停止時間（ VOB_A_STP_PTM
： Audio Stop PTM in VOB）やＶＯＢにおけるオーディオのギャップ長（ VOB_A_GAP_LEN：
Audio Gap Length in VOB）などからなる。
【００１２】
　さらに、上記ＳＭＬ＿ＡＧＬＩは、図１４に示すようなアングル切り換えにおける切り
換え先の情報であり、シームレスでのアングルシェル切り換えにのみ有効とされる。
【００１３】
そして、ＤＶＤ－ＶＩＤＥＯディスクでは、図１５に示すようなプログラムチェーン（ PG
C： Program Chain）構造が採用されており、プレゼンテーションのエッセンス及び順序を
述べたＰＧＣ情報（ PGCI： PGC Information ）に基づいて、整数個のプログラム（ PG： Pr
ogram）により構成されるプログラムチェーン（ PGC： Program Chain ）としてデータが記
録されている。ＰＧＣは、メニュー又はタイトル又はその一部を提供する論理ユニットで
あり、ＰＧＣＩに基づいて構成される。１つのＰＧＣは、整数個のＰＧに分割されている
。ＰＧは、ＰＧＣの内容を分割した単位であり、１つのＰＧは、整数個のシェル（ Cell）
からなる。ＤＶＤ－ＶＩＤＥＯディスクの再生装置では、ＰＧＣＩを再生して、ＰＧＣＩ
に基づいてＰＧＣを再生する。ＰＧは、ＰＧＣＩにおいて定義されるシェル（ Cell）の集
まりである。ＰＧＣＩは、プレ・コマンドエリア及びポスト・コマンドエリアとプレゼン
テーション・コントロールブロックからなり、プレゼンテーション・コントロールブロッ
クによりシェルの再生順序とＶＯＢのプレゼンテーションを制御するためのナビゲーショ
ンデータを与えるようになっている。
【００１４】
上記ＰＧＣＩは、図１６に示すように、ＰＧＣ全体情報（ PGC_GI： Program Chain Genera
l Information）、ＰＧＣコマンドテーブル（ PGC_CMDT： Program Chain Command Table）
、ＰＧＣプログラムマップ（ PGC_PGMAP： Program Chain Program Map）、シェル再生情報
テーブル（ C_PBIT： Cell Playback Infomation Table ）、シェル位置情報テーブル（ C_P
OSIT： Cell Position Infomation Table）を構成する。
【００１５】
ＰＧＣ＿ＧＩの内容は、図１７に示すように、ＰＧＣコンテンツ（ PGC_CNT： PGC Content
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s）、ＰＧＣ再生時間（ PGC_PB_TM： PGC Playback Time）  、ＰＧＣユーザ操作制御（ PGC_
UOP_CTL： PGC Use Operation Control）、ＰＧＣオーディオストリーム制御テーブル（ PG
C_AST_CTLT： PGC Audio stream Control Table）、ＰＧＣサブピクチャストリーム制御テ
ーブル（ PGC_SPST_CTLT： PGC Sub-picture stream Control Table）、ＰＧＣナビゲーシ
ョン制御（ PGC_NV_CTL： PGC Navigation Control）、ＰＧＣサブピクチャパレット（ PGC_
SP_PLT： PGC Sub-picture Palette）、ＰＧＣ＿ＣＭＤＴのスタートアドレス（ PGC_CMDT_
SA： Start address of PGC_CMDT_SA）、ＰＧＣ＿ＰＧＭＡＰのスタートアドレス（ PGC_PG
MAP_SA： Start address of PGC_PGMAP）、ＰＧＣ＿ＰＢＩＴのスタートアドレス（ C_PBIT
_SA： Start address of C_PBIT）やＰＧＣ＿ＰＯＳＩＴのスタートアドレス（ C_POSIT_SA
： Start address of C_POSIT）となっている。
【００１６】
また、上記Ｃ＿ＰＢＩＴは、ＰＧＣにおけるシェル（ Cell）のプレゼンテーションの順序
を定義するテーブルであって、図１８に示すように、シェル再生情報（ C_PBI： Cell Play
back Information）が連続的に記述されている。そして、このＣ＿ＰＢＩは、図１９に示
すように、シェルカテゴリー（ C_CAT： Cell Category）、シェル再生時間（ C_PBTM： Cell
 Playback Time）、シェル（ Cell）の先頭ＶＯＢＵの開始アドレス（ C_FVOBU_SA： Start 
address of the First VOBU in Cell）、シェル（ Cell）の先頭ＶＯＢＵの終了アドレス
（ C_FVOBU_EA： End address of the First VOBU in Cell：）、シェル（ Cell）の最終Ｖ
ＯＢＵの開始アドレス（ C_LVOBU_SA： Start address of the Last VOBU in Cell）  、シ
ェル（ Cell）の最終ＶＯＢＵの終了アドレス（ C_LVOBU_SA： End address of the Last VO
BU in Cell：）からなる。
【００１７】
このように、ＤＶＤ－ＶＩＤＥＯディスクでは、ＤＶＤ－ＶＩＤＥＯゾーンに、ナビゲー
ションデータすなわち再生制御データと、プレゼンテーションデータすなわちビデオ、オ
ーディオ、サブピクチャなどを再生するためのデータの２種類のデータが記録されている
。
【００１８】
また、このようなＤＶＤ－ＶＩＤＥＯディスクの再生装置では、電源の投入やディスクの
ローディングの後など初期アクセス時に実行される特別なエントリーＰＧＣにより生じる
ファーストプレードメイン（ FP_DOM： First Play Domain）  と、タイトルメニューにおけ
る各言語のために用いられるＶＭＧメニュードメイン（ VMGM_DOM： VMG Menu Domain）  と
、ルートメニュー、ＰＴＴメニュー、オーディオメニュー、サブピクチャメニューやアン
グルメニューにおいて現れる各ＶＴＳや各言語のために用いられるＶＴＳメニュードメイ
ン（ VTSM_DOM： VTS Menu Domain）と、各ＶＴＳや各タイトルのために用いられるタイト
ルドメイン（ TT_DOM： Title Domain）  の４種類のドメインが定義され、ナビゲーション
コマンドやユーザの操作入力に応じて各ドメイン間を遷移することができるようになって
いる。ユーザの操作入力による状態遷移では、図２０に示すように、ＦＰ＿ＤＯＭとの間
の遷移はなく、コマンドに応じて停止状態（ Stop State）とＶＭＧＭ＿ＤＯＭとＶＴＳＭ
＿ＤＯＭとＴＴ＿ＤＯＭとの間で次のように遷移する。ＶＭＧＭ＿ＤＯＭ又はＶＴＳＭ＿
ＤＯＭへの遷移はメニューＩＤによって指定されるメニューのエントリーＰＧＣの実行開
始を指示するＭｅｎｕ＿Ｃａｌｌ（）コマンドにより生じる。停止状態（ Stop State）へ
の遷移はＰＧＣの再生停止を指示するＳｔｏｐ（）コマンドにより生じるとともに、ＶＭ
ＧＭ＿ＤＯＭ及びＶＴＳＭ＿ＤＯＭではレジュームポジションへの復帰を指示するＲｅｓ
ｕｍｅ（）コマンドによっても生じる。また、ＴＴ＿ＤＯＭへの遷移は、タイトル番号に
より指定されるタイトルの再生開始を指示するＴｉｔｌｅ＿Ｐｌａｙ（）コマンド、ＰＴ
Ｔ（ Part_of_Title）番号により指定されるタイトルの再生開始を指示するＰＴＴ＿Ｐｌ
ａｙ（）コマンド、時間により指定されるタイトルの再生開始を指示するＴｉｍｅ＿Ｐｌ
ａｙ（）コマンドにより生じる。
【００１９】
ここで、ＤＶＤ－ＶＩＤＥＯディスクの再生装置では、可変レート再生を実現するために
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、トラックバッファと呼ばれるメモリが搭載されており、マルチアングル機能等のために
ディスクに記録された再生データのうち、ピックアップがトラックジャンプしながらユー
ザが選択した映像や音声の再生に必要なデータだけを読み出す時間を上記メモリで吸収す
ることによって、同時進行している例えばアングルの異なる映像を切れ目なしでつなぎ合
わせて再生するシームレス再生を行うことができるようになっている。
【００２０】
ＤＶＤのアングル機能では、シームレスアングルストリームとノンシームレスアングルス
トリームが定義されており、ノンシームレスアングルストリームでは、アングルすなわち
ストリームの切り換え処理、すなわち使用者からの切り換え指令の発行から、指定された
新しいアングルの再生が始まるまでが比較的短時間に終了するが、切り換え中に、映像、
音声、字幕の再生が一時中止され、切り換え時においては断続的な再生となる。これをノ
ンシームレスアングル切替処理と呼ぶ。これに対し、シームレスアングルストリームでは
、アングルの異なる各ストリーム間で時間関係が保持されおり、アングル切り換えを行っ
ても時間関係を保った連続的な再生出力を得ることができる。シームレスアングル切り換
えは、トラックバッファを用いて行われるので、使用者からの切り換え指令の発行から、
指定された新しいアングルの再生が始まるまでに比較的に長い時間を必要とする。
【００２１】
このようにＤＶＤのアングル機能では、シームレスアングルストリームノンシームレスア
ングルストリームがあるので、例えば、ノンシームレスアングルブロックがトラックバッ
ファ内に存在している状態でアングル切り換えを行ってしまうと、トラックバッファ内の
ノンシームレスアングルブロックの情報が、アングル切り換えのイベント発生後に読み出
されてしまい、アンクル切り換えの主体だけでイベントを処理してしまうと、過去のアン
グルが見えてしまう可能性がある。
【００２２】
そこで、本発明の目的は、トラックバッファ内に複数のマルチアングルブロックが入って
しまった場合にも、正常にアングル切り換えを行って正常に再生した画像が得られるよう
にしたデータ再生装置及びデータ再生方法を提供することにある。
【００２３】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、アングルの異なる画像情報が複数のインターリーブドユニットに分割されイ
ンターリーブされたビデオオブジェクトユニットを再生するデータ再生装置であって、

アングル切り換え
イベントの発生時に、 ノンシームレスアングルブロックを再生中
であればノンシームレスアングル切り換えを実行し、 ノンシーム
レスアングルブロックを再生中でなければ、シームレスアングルの読み取り中に前記イン
ターリーブドユニットの境界に達した時点で前記アングル切り換えイベントで指定されて
いるアングルへのシームレスアングル切り換えを実行するように、アングル切り換えのイ
ベント処理の制御を行う制御手段を備え、前記アングル切り換えイベントの発生時から前
記シームレスアングル切り換えが実行されるまでに複数回アングル切り換えが指定された
場合には、最後に指定されたアングルを前記アングル切り換えイベントで指定されている
アングルとすることを特徴とする。
【００２４】
　また、本発明は、アングルの異なる画像情報が複数のインターリーブドユニットに分割
されインターリーブされたビデオオブジェクトユニットを再生するデータ再生方法であっ
て、 アングル切
り換えイベントの発生時に、 ノンシームレスアングルブロックを
再生中であればノンシームレスアングル切り換えを実行し、 ノン
シームレスアングルブロックを再生中でなければ、シームレスアングルの読み取り中に前
記インターリーブドユニットの境界に達した時点で前記アングル切り換えイベントで指定
されているアングルへのシームレスアングル切り換えを実行し、前記アングル切り換えイ
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ベントの発生時から前記シームレスアングル切り換えが実行されるまでに複数回アングル
切り換えが指定された場合には、最後に指定されたアングルを前記アングル切り換えイベ
ントで指定されているアングルとすることを特徴とする。
【００２５】
【発明の実施の形態】
以下、実施の形態ついて、図面を参照しながら説明する。
【００２６】
本発明は、例えば、図２１に示すような構成の光ディスク再生装置１００に適用される。
この光ディスク再生装置１００は、ＤＶＤ－ＶＩＤＥＯディスクの再生装置に本発明を適
用したものであって、ＤＶＤのフォーマットに従ったデータが記録された記録媒体１から
ＲＦ信号を再生するピックアップ２と、このピックアップ２により再生されたＲＦ信号が
供給されこのＲＦ信号の２値化処理等をするＲＦ回路３と、ＲＦ回路３からの再生データ
が供給されエラー訂正等のデコード処理をするデータデコーダ４と、データデコーダ４に
よりデコード処理がされた再生データを主映像圧縮データ，副映像圧縮データ及び音声圧
縮データに振り分けるデマルチプレクサ５とを備える。
【００２７】
また、この光ディスク再生装置１００は、上記主映像圧縮データを伸張するビデオデコー
ダ６と、上記副映像圧縮データを伸張して主映像データと合成する副映像デコーダ７と、
上記音声圧縮データを伸張するオーディオデコーダ８と、副映像デコーダ７からの主映像
データと副映像データが合成された映像データが供給されＮＴＳＣ信号又はＰＡＬ信号に
変換するデジタル／ＮＴＳＣ，ＰＡＬ変換回路（以下、単にＮＴＳＣ変換回路という。）
９と、オーディオデコーダ８からのオーディオデータが供給されアナログ信号に変換する
デジタル／アナログ変換回路（以下、単にＡ／Ｄ変換回路という。）１０とを備える。
【００２８】
また、このＤＶＤ再生装置１００は、ピックアップ２，ＲＦ回路３，データデコーダ４，
デマルチプレクサ５，ビデオデコーダ６，副映像デコーダ７，オーディオデコーダ８，Ｎ
ＴＳＣ変換回路９及びＡ／Ｄ変換回路１０を制御するコントローラ１１と、このコントロ
ーラ１１とユーザーの操作入力を媒介するユーザーインターフェース１２と、コントロー
ラ１１のデータ記憶部となるメモリ１３とを備える。
【００２９】
この光ディスク再生装置１００は、記録媒体１として再生専用，追記型，書換型等のＤＶ
Ｄディスク及びＤＶＤ－ＶＩＤＥＯディスクを再生する。
【００３０】
ピックアップ２は、記録媒体１からＲＦ信号を再生してＲＦ回路３に供給する。
【００３１】
ＲＦ回路３は、このＲＦ信号の波形等化及び２値化等をしてデジタルデータとその同期信
号等を生成する。このＲＦ回路３により生成されたデジタルデータ等は、データデコーダ
４に供給される。
【００３２】
データデコーダ４は、ＲＦ回路３により生成されたデジタルデータに基づきデータの復調
や誤り訂正等の処理を行う。データデコーダ４により復調等がされたデジタルデータは、
デマルチプレクサ５に供給される。
【００３３】
また、このデータデコーダ４では、ＭＰＥＧ２のフォーマットにおけるシステムヘッダや
、パックヘッダ等に含まれるパラメータ情報やＤＶＤフォーマットにおけるナビゲーショ
ンパック（ NV_PCK： Navigation Pack ）に含まれる所定の情報等を検出する。この検出し
たパラメータ情報等は、データデコーダ４からコントローラ１１に供給される。
【００３４】
また、このデータデコーダ４は、デジタルデータの出力段にトラックバッファを設けてい
る。このトラックバッファによりデータデコーダ４とデマルチプレクサ５の処理速度の違
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いが吸収される。
【００３５】
デマルチプレクサ５は、データデコーダ４によりエラー訂正のデコード処理等が施された
記録媒体１から再生したデジタルデータを、主映像圧縮データと、副映像圧縮データと、
音声圧縮データとに分割する。
【００３６】
ここで、主映像圧縮データとは、ＭＰＥＧ２の方式で圧縮された映像データであり、例え
ばＤＶＤのフォーマットにおけるＶｉｄｅｏ　ｓｔｒｅａｍｓである。副映像圧縮データ
とは、主映像に合成される字幕等のデータであり、例えば、ＤＶＤのフォーマットにおけ
るＳｕｂ－ｐｉｃｔｕｒｅ　ｓｔｒｅａｍｓである。音声圧縮データとは、ＭＰＥＧ２等
の方式で圧縮等された音声データであり、ＤＶＤのフォーマットにおけるＡｕｄｉｏ　ｓ
ｔｒｅａｍｓである。
【００３７】
デマルチプレクサ５は、主映像圧縮データをビデオデコーダ６に供給し、副映像圧縮デー
タを副映像デコーダ７に供給し、音声圧縮データをオーディオデコーダ８に供給する。
【００３８】
ビデオデコーダ６は、主映像圧縮データの復号処理を行い、この復号処理により伸張化さ
れた主映像データを生成する。このビデオデコーダ６は、復号処理を行うために３画面分
の画像メモリを有している。すなわち、この３画面分の画像メモリを用いて、ＭＰＥＧ２
のフォーマットにおけるＩピクチャ，Ｐピクチャ，Ｂピクチャをメモリ上に復号して、さ
らに、この復号された各ピクチャをメモリ上から出力する。なお、この画像メモリは、３
画面分に限らず、これ以上の画面数あってもよい。ビデオデコーダ６は、生成した主映像
データを副映像デコーダ７に供給する。
【００３９】
副映像デコーダ７は、副映像圧縮データの復号処理を行い、この復号処理をした副映像デ
ータをビデオデコーダ６から供給された主映像データに合成して、映像データを生成する
。すなわち、副映像デコーダ７は、副映像データとして再生される字幕データ等を主映像
と合成する。なお、この副映像デコーダ７は、副映像データが無い場合には、主映像デー
タをそのまま映像データとして出力する。副映像デコーダ７は、生成した映像データをＮ
ＴＳＣ変換回路９に供給する。
【００４０】
オーディオデコーダ８は、音声圧縮データの復号処理を行い、伸張した音声データを生成
する。すなわち、オーディオデコーダ８は、音声圧縮データがＭＰＥＧ２のフォーマット
で圧縮されていれば、これに対応した伸張処理をして、音声データを生成する。なお、こ
のＭＰＥＧ２のフォーマットの他に、ＰＣＭ等のフォーマットであれば、これに対応した
処理を行う。オーディオデコーダ８は、生成した音声データをＡ／Ｄ変換回路１０に供給
する。
【００４１】
ＮＴＳＣ変換回路９は、映像データをデジタルデータからＮＴＳＣやＰＡＬ等のテレビジ
ョン信号に変換して出力する。この出力をモニタ等に供給することにより、ユーザーが記
録媒体１から再生した映像を視聴することができる。
【００４２】
Ａ／Ｄ変換回路１０は、デジタルデータである音声データをアナログの音声データに変換
して出力する。この出力をスピーカ等に供給することにより、ユーザーが記録媒体１から
再生した映像を視聴することができる。
【００４３】
コントローラ１１は、ピックアップ２，ＲＦ回路３，データデコーダ４，デマルチプレク
サ５，ビデオデコーダ６，副映像デコーダ７，オーディオデコーダ８，ＮＴＳＣ変換回路
９及びＡ／Ｄ変換回路１０の制御を行う。
【００４４】

10

20

30

40

50

(8) JP 3864487 B2 2006.12.27



また、このコントローラ１１には、操作パネルやリモートコントローラであるユーザーイ
ンターフェース１２を介して操作入力がされ、この操作入力に基づき各回路の制御を行う
。
【００４５】
また、コントローラ１１は、メモリ１３に各制御データ等を記憶させ、メモリ１３が記憶
したデータに基づき各回路の制御を行う。すなわち、この光ディスク再生装置１００にお
いて、コントローラ１１は、記録媒体１から再生されるプレゼンテーションのエッセンス
及び順序を述べたＰＧＣ情報（ PGCI： PGC Information）  に基づいて、整数個のプログラ
ム（ PG： Program）  により構成されるプログラムチェーン（ PGC： Program Chain）を再生
するようにデコーダ４を制御するに当たり、再生したＰＧＣＩをメモリ１３のキャッシュ
領域に保持しておき、再生すべきＰＧＣのＰＧＣＩが上記キャッシュ領域に保持されてい
るときに、上記キャッシュ領域に保持されているＰＧＣＩによりＰＧＣを再生するように
上記デコーダ４を制御する。
【００４６】
上記コントローラ１１は、トラックバッファ４ａ側でのシームレスアングル（ SML_AGL： S
eamless Angle）  切り換え動作と、プレゼンテーション側でのノンシームレスアングル（
NSML_AGL： Non-seamless Angle）切り換え動作を、次のように制御する。
【００４７】
ＮＳＭＬ＿ＡＧＬ切り換え動作を行うプレゼンテーション側に対しては、アングル切り換
えイベントが発生すると、図２２のフローチャートに示すような制御をコントローラ１１
により行う。すなわち、ステップＳ１において、プレゼンテーション側でＮＳＭＬ＿ＡＧ
Ｌ切り換えを行うＢ点において、現在ノンシームレスアングルブロック（ NSML_AGL_BLK：
Non-seamless Angle Block）を再生中であるか否かを判定する。
【００４８】
このステップＳ１における判定結果が「ＮＯ」すなわちＮＳＭＬ＿ＡＧＬ＿ＢＬＫを再生
していない場合には、このステップＳ１の処理をＮＳＭＬ＿ＡＧＬ＿ＢＬＫが送られてく
るまで繰り返し行い、このステップＳ１における判定結果が「ＹＥＳ」すなわちＮＳＭＬ
＿ＡＧＬ＿ＢＬＫの再生動作に入ると、ユーザが最後に指定したアングル番号（ AGLN： An
gle number）と再生中のＡＧＬＮが同じであるか否かを判定する（ステップＳ２）。
【００４９】
　このステップＳ２における判定結果が「ＮＯ」すなわちユーザが指定したアングル番号
（ AGLN： Angle number）と再生中のＡＧＬＮが異なる場合には、ステップＳ３に移って、
ＮＳＭＬ＿ＡＧＬ切り換えの処理を行い、また、このステップＳ２における判定結果が「
ＹＥＳ」すなわちユーザが指定したアングル番号（ AGLN： Angle number）と再生中のＡＧ
ＬＮが同じ場合にはＮＳＭＬ＿ＡＧＬ切り換えの処理を行うことなくステップＳ１に戻る
。上記ステップＳ３におけるＮＳＭＬ＿ＡＧＬ切り換えの処理では、画像を止めて、バッ
ファクリアしてサーチ先をユーザが最後に指定したアングル番号（ AGLN： Angle number）
に変更する処理を行う。
【００５０】
また、ＳＭＬ＿ＡＧＬ切り換え動作を行うトラックバッファ４ａ側に対しては、アングル
切り換えイベントが発生すると、図２３のフローチャートに示すような制御をコントロー
ラ１１により行う。すなわち、ステップＳ１１において、プレゼンテーション側でＮＳＭ
Ｌ＿ＡＧＬ切り換えを行うＢ点において、現在ＮＳＭＬ＿ＡＧＬ＿ＢＬＫを再生中である
か否かを判定する。
【００５１】
このステップＳ１１における判定結果が「ＹＥＳ」すなわちＢ点においてＮＳＭＬ＿ＡＧ
Ｌ＿ＢＬＫの再生中であれば、ＳＭＬ＿ＡＧＬ切り換えの処理を行うことなくイベント処
理を終了する。そして、このステップＳ１１における「ＮＯ」すなわちＢ点においてＮＳ
ＭＬ＿ＡＧＬ＿ＢＬＫを再生していない場合には、ステップＳ１２に移って、トラックバ
ッファ４ａ側でＳＭＬ＿ＡＧＬ切り換え動作を行うＡ点においてシームレスアングルブロ
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ック（ SML_AGL_BLK： Seamless Angle Block）を読み取り中であるか否かを判定する。
【００５２】
　このステップＳ１２における判定結果が「ＮＯ」すなわちＳＭＬ＿ＡＧＬ＿ＢＬＫを読
み取っていない場合には、このステップＳ１２の判定処理をＳＭＬ＿ＡＧＬ＿ＢＬＫが送
られてくるまで繰り返し行い、このステップＳ１２における判定結果が「ＹＥＳ」すなわ
ちＳＭＬ＿ＡＧＬ＿ＢＬＫの読み取りに入ると、ステップＳ１３に移って、インターリー
ブドユニット（ ILVU： Interleaved Unit）の境界に達したか否かを判定する。
【００５３】
このステップＳ１３における判定結果が「ＮＯ」すなわちＩＬＶＵの境界に達してない場
合には、このステップＳ１３の判定処理をＩＬＶＵの境界に達するまで繰り返し行い、こ
のステップＳ１３における判定結果が「ＹＥＳ」すなわちＩＬＶＵの境界に達すると、ス
テップＳ１４に移って、ＳＭＬ＿ＡＧＬ切り換え処理を行う。
【００５４】
このステップＳ１４におけるＳＭＬ＿ＡＧＬ切り換え処理では、ユーザが最後に指定した
アングル番号（ AGLN： Angle number）に読み取り先を変更する。
【００５５】
そして、次のステップＳ１５では、プレゼンテーション側のＢ点において、アングル切り
換え点を認識したか否かの判定処理を繰り返し行い、その判定結果が「ＹＥＳ」すなわち
Ｂ点においてアングル切り換え点を認識すると、イベント処理を終了する。
【００５６】
このように、シームレスアングル（ SML_AGL： Seamless Angle）  切り換え動作を行うトラ
ックバッファ４ａ側の処理とノンシームレスアングル（ NSML_AGL： Non-seamless Angle）
切り換え動作を行うプレゼンテーション側の処理をハンドシェークさせ、アングル切り換
えイベントの発生時に、プレゼンテーション側ではノンシームレスアングルブロックを再
生中であればノンシームレスアングル切り換えを実行し、トラックバッファ側では、プレ
ゼンテーション側でノンシームレスアングルブロックを再生中であればアングル切り換え
のイベント処理を終了し、プレゼンテーション側でノンシームレスアングルブロックを再
生中でなければ、シームレスアングルの読み取り中にＩＬＶＵの境界に達した時点でシー
ムレスアングル切り換えを実行し、そのアングル切り換え点をプレゼンテーション側で認
識した時点で、アングル切り換えのイベント処理を終了することにより、トラックバッフ
ァ内に複数のマルチアングルブロックが入ってしまった場合にも、正常にアングル切り換
えを行って正常に再生した画像を得ることができる。
【００５７】
【発明の効果】
本発明に係るデータ再生装置及びデータ再生方法では、シームレスアングル切り換え動作
を行うトラックバッファ４ａ側の処理とノンシームレスアングル切り換え動作を行うプレ
ゼンテーション側の処理をハンドシェークさせることにより、トラックバッファ内に複数
のマルチアングルブロックが入ってしまった場合にも、正常にアングル切り換えを行って
正常に再生した画像を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】ＤＶＤ－ＶＩＤＥＯディスクにおけるボリューム構造を示す図である。
【図２】上記ボリューム構造におけるＶＭＧとＶＴＳの構造を示す図である。
【図３】ＶＯＢＳの構成を示す図である。
【図４】コンティギュアスブロックＣＴＧＢを示す図である。
【図５】インターリーブドユニットＩＬＶＵを示す図である。
【図６】ナビゲーションパックＮＶ＿ＰＣＫの構成を示す図である。
【図７】プレゼンテーション制御情報ＰＣＩの構成を示す図である。
【図８】ＰＣＩ全体情報ＰＣＩ＿ＧＩの構成を示す図である。
【図９】ＮＳＭＬ＿ＡＧＬＩによるアングル切り換えの状態を示す図である。
【図１０】データサーチ情報ＤＳＩの構成を示す図である。
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【図１１】ＤＳＩ全体情報ＤＳＩ＿ＧＩの構成を示す図である。
【図１２】ＤＳＩのＶＯＢＵ＿１ＳＴＲＥＦ＿ＥＡ、ＶＯＢＵ＿２ＮＤＲＥＦ＿ＥＡ及び
ＶＯＢＵ＿３ＲＤＲＥＦ＿ＥＡにより指示される内容を示す図である。
【図１３】ＳＭＬ＿ＰＢＩの構成を示す図である。
【図１４】ＳＭＬ＿ＡＧＬＩによるシームレスアングルシェル切り換えの状態を示す図で
ある。
【図１５】ＤＶＤ－ＶＩＤＥＯディスクで採用されているプログラムチェーンＰＧＣ構造
を示す図である。
【図１６】ＰＧＣＩの構成を示す図である。
【図１７】ＰＧＣ＿ＩＩの構成を示す図である。
【図１８】Ｃ＿ＰＢＩＴの構成を示す図である。
【図１９】Ｃ＿ＰＢＩの構成を示す図である。
【図２０】ＤＶＤ－ＶＩＤＥＯディスクの再生装置におけるユーザの操作入力によるドメ
イン間の状態遷移を示す図である。
【図２１】本発明を適用した光ディスク再生装置の構成を示すブロック図である。
【図２２】上記光ディスク再生装置におけるアングル切り換えイベント発生時のコントロ
ーラによるプレゼンテーション側におけるノンシームレスアングル切り換えの制御手順を
示すフローチャートである。
【図２３】上記光ディスク再生装置におけるアングル切り換えイベント発生時のコントロ
ーラによるトラックバッファ側におけるシームレスアングル切り換えの制御手順を示すフ
ローチャートである。
【符号の説明】
１　記録媒体、２　ピックアップ、３　ＲＦ回路３、４　データデコーダ、５デマルチプ
レクサ、６　ビデオデコーダ、７　副映像デコーダ、８　オーディオデコーダ、９　ＮＴ
ＳＣ変換回路、１０　Ａ／Ｄ変換回路、１１　コントローラ、１２　ユーザーインターフ
ェース、１３　メモリ、１００　光ディスク再生装置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】
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